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（右から）片山総務大臣、平岡副大臣、鈴木副大臣、（後列右）内山政務官、（後列左）逢坂政務官

本
会
の
五
本
幸
正
会
長
（
富
山

市
議
会
議
長
）
ら
地
方
六
団
体
の

代
表
は
９
月
２４
日
、
「
地
域
主
権

関
連
三
法
案
の
早
期
成
立
を
求
め

る
緊
急
要
請
」
を
片
山
善
博
総
務

大
臣
ら
政
府
関
係
者
は
じ
め
、
与

野
党
関
係
者
に
対
し
実
施
し
た
。

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
な

ど
を
柱
と
す
る
同
三
法
案
に
つ
い

て
は
、
先
の
通
常
国
会
で
参
議
院

を
通
過
し
た
も
の
の
、
衆
議
院
で

継
続
審
議
と
な
っ
た
。
１０
月
１
日

に
開
会
さ
れ
た
臨
時
国
会
で
同
三

法
案
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、

衆
院
で
の
可
決
は
も
と
よ
り
、
参

院
で
再
び
可
決
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
参
院
は
、
７
月
１１
日

実
施
の
通
常
選
挙
に
よ
り
、
野
党

が
過
半
数
を
占
め
る
状
況
と
な
っ

た
。
ね
じ
れ
国
会
下
で
の
法
案
審

議
は
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
、ま

っ
た
く
予
断
を
許
さ
な
い
。

国
と
地
方
が
交
渉
し
て
い
く
う

え
で
の
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

し
て
、
「
協
議
の
場
」
の
法
制
化

は
欠
か
せ
な
い
と
こ
ろ
。
国
会
の

ね
じ
れ
に
よ
る
混
乱
が
地
方
へ
影

を
落
と
し
、
地
域
主
権
関
連
三
法

案
の
成
立
を
妨
げ
る
事
態
と
な
っ

て
は
本
末
転
倒
と
い
え
る
。
地
方

の
活
性
化
は
与
野
党
を
問
わ
ず
、

共
通
の
悲
願
で
あ
る
は
ず
だ
。

政
府
・
国
会
関
係
者
に
対
し
地

方
六
団
体
の
代
表
が
同
三
法
案
の

必
要
性
を
説
い
た
と
こ
ろ
、
各
関

係
者
と
も
地
方
の
立
場
に
対
し
理

解
を
示
し
て
い
た
。
一
日
も
早
い

法
案
成
立
を
望
む
ば
か
り
だ
。

【
面
談
要
請
先
】
▽
政
府
（
総
務

省
）＝

片
山
善
博
総
務
大
臣
、
平

岡
秀
夫
同
副
大
臣
、
鈴
木
克
昌
同

副
大
臣
、
内
山
晃
同
政
務
官
、
逢

坂
誠
二
同
政
務
官
▽
民
主
党＝

玄

葉
光
一
郎
政
調
会
長
▽
自
民
党＝

谷
垣
禎
一
総
裁
、
小
池
百
合
子
総

務
会
長
、
逢
沢
一
郎
国
対
委
員
長

本会の五本会長らが（右から２人目）谷垣自民党総裁（同４人目）へ要請

地
域
主
権
関
連
三
法
案
の
成
立
求
め

自自
民民
党党
にに
もも
協協
力力
要要
請請

９
月
２４
日
に
実
施
し
た
緊
急
要

請
で
本
会
の
五
本
会
長
ら
地
方
六

団
体
の
代
表
は
、
政
府
・
与
党
関

係
者
の
ほ
か
、
野
党
関
係
者
に
対

し
て
も
面
談
し
、
地
域
主
権
関
連

三
法
案
の
早
期
成
立
に
対
す
る
理

解
を
求
め
た
。

野
党
第
一
党
で
あ
る
自
民
党
で

は
、
谷
垣
禎
一
総
裁
を
は
じ
め
、

小
池
百
合
子
総
務
会
長
、
逢
沢
一

郎
国
対
委
員
長
が
対
応
。
「
国
と

地
方
の
協
議
の
場
」
な
ど
の
必
要

性
に
つ
い
て
地
方
側
が
説
い
た
と

こ
ろ
、
三
者
と
も
地
方
の
置
か
れ

た
立
場
に
関
し
て
は
理
解
を
示
し

た
。
三
法
案
は
政
府
案
と
し
て
国

会
提
出
さ
れ
る
が
、
成
立
に
は
野

党
サ
イ
ド
の
動
向
が
鍵
を
握
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1774号１０月５日平成22年
（2010年）

１０月５日現在の市数
８０９市

うち
指定都市 １９市
中核市 ４０市
特例市 ４１市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

地
域
主
権
関
連
三
法
案
の
早
期
成
立
求
め

地地
方方
六六
団団
体体
がが
緊緊
急急
要要
請請

（１） 平成２２年１０月５日 第１７７４号
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前
号
に
引
き
続
き
今
号
で

は
、
大
串
夏
身
・
昭
和
女
子
大

学
大
学
院
教
授
か
ら
寄
稿
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
議
会
図
書
館
」
を
掲

載
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆

使
し
た
情
報
の
検
索
方
法
や
議

会
図
書
館
の
充
実
に
向
け
た
活

用
方
法
を
探
り
ま
す
。

な
お
、
連
載
は
今
回
で
終
了

い
た
し
ま
す
。

特特
定定
のの
ササ
ーー
ビビ
スス

をを
知知
っっ
てて
おお
くく

G
oogle

、Y
ahoo!JA

P
A
N

な

ど
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
運
営
会
社

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
知
っ

て
お
く
と
便
利
で
す
。
議
員
の
方

か
ら
の
質
問
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に

対
応
す
る
た
め
に
も
知
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
外
国
の
情
報
を
必

要
と
し
た
と
き
な
ど
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
の
翻
訳
検
索
を
使
い
ま

す
。
こ
れ
は
機
械
翻
訳
の
レ
ベ
ル

で
す
の
で
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て

正
確
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
あ
る
程
度
分
か

っ
た
あ
と
は
、
正
確
な
翻
訳
は
、

質
問
さ
れ
た
方
に
お
任
せ
す
る

か
、
有
料
の
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
外
国
の
政
府
や
公
的
な
機

関
の
文
書
・
基
準
な
ど
は
、
お
お

む
ね
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で

き
る
よ
う
で
す
。
特
定
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
英
米
で
の
関
連
す
る
事

例
の
検
索
な
ど
を
調
べ
る
と
き
に

役
立
つ
と
き
も
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
外
国
の
政
府
・
地
方

自
治
体
・
議
会
の
サ
イ
ト
の
リ
ン

ク
集
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
サ

イ
ト
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。
「
官

庁
資
料
室
」
�
見
本
�
�
が
そ
れ

で
す
。
こ
れ
は
リ
ン
ク
集
に
入
れ

て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。

地
図
サ
ー
ビ
ス
、
経
路
検
索
、

辞
書
サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
一
度
検
索

し
て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
最

近
は
大
都
市
部
な
ど
の
地
域
に
限

ら
れ
ま
す
が
、
歩
く
経
路
の
検
索

も
地
図
上
に
表
示
し
て
く
れ
る
サ

ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
の
サ
ー
ビ
ス

に
な
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
た
文
献
を
検
索
・
閲
覧
で
き
る

専
門
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
も
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
期
を
指
定
し
た

り
、
特
定
の
文
献
を
除
い
た
り
と

い
う
条
件
設
定
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
検
索

の
練
習
を
し
て
お
く
と
い
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
こ
れ
で
は
検
索
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
実
は

政
府
や
地
方
自
治
体
の
各
種
文
書

は
で
き
ま
せ
ん
。

ア
ラ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
も
活
用
し

た
い
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。

特
定
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
登
録
し
て

お
く
と
、
毎
日
、
半
日
ご
と
な
ど

指
定
し
た
頻
度
で
、
ネ
ッ
ト
上
に

関
連
情
報
が
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
き

は
教
え
て
く
れ
る
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
ま
だ
ま
だ
内
容
的
に
は

こ
れ
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、

G
o
o
g
le

な
ど
が
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
で
す（S

D
I

サ
ー
ビ

ス
、ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と
呼
ん

で
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
）。

ここ
れれ
かか
らら
のの
議議
会会

図図
書書
館館
にに
とと
っっ
てて

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
の
検

索
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
と
め
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
議
会
図
書
館
に
と
っ
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
活

用
し
た
ら
い
い
か
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

ま
ず
、
先
に
も
少
し
ふ
れ
た
よ

う
に
、
図
書
館
と
し
て
は
、
検
索

範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
分
、
質
問
・
回
答
サ

ー
ビ
ス
、
調
査
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
で
す
の
で
、
そ
の
た
め
に
は
研

修
が
必
要
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

【
３
面
へ
続
く
】

〈３〉終

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
とと
議議
会会
図図
書書
館館

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
教
授

大
串
夏
身
氏

【上】本紙１７７２号で紹介した、国立国会図書館のサイトトップページの調べ方案内のタグ
の中にある、日本と世界の議会・法令・官庁資料をクリックすると、「官庁資料室」の
ページが表示される。【下】国立情報学研究所の「Webcat plus」のサイトの「連想検索」
のページ。自分の調べたい文章を入力すると、人間の思考のように関連した情報を求め
て、関心に近い本を探してくれる。（http : //webcatplus.nii.ac.jp/）

見本�

見本�

第１７７４号 平成２２年１０月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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【
２
面
か
ら
続
く
】

ト
で
は
何
で
も
検
索
で
き
る
と
い

う
人
が
い
ま
す
が
、
仮
に
そ
う
で

あ
っ
て
も
仕
事
し
て
活
用
す
る
に

は
、
や
は
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
基

礎
的
な
知
識
の
修
得
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
新
し
い
サ
イ
ト
や
サ

ー
ビ
ス
が
次
々
と
出
て
き
ま
す
の

で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
研
修
も

必
要
で
す
。

電
子
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
も
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
電
子

メ
ー
ル
で
の
質
問
の
受
付
、
回
答

だ
け
な
く
、
行
政
課
題
な
ど
に
つ

い
て
の
情
報
を
電
子
メ
ー
ル
で
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

場
合
、
図
書
館
と
し
て
は
、
広
い

範
囲
に
目
配
り
を
し
て
、
ま
た
、

先
に
紹
介
し
た
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
も
活
用
し
て
、
提
供

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館

な
ら
で
は
と
い
う
情
報
の
提
供
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
し

ょ
う
。

新
刊
書
も
従
来
よ
り
広
い
範
囲

の
検
索
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
目
次
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
も

対
象
に
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

無
料
で
い
く
つ
か
提
供
さ
れ
て
い

ま
す（「
本
や
タ
ウ
ン
」「e

―h
o
n

」

な
ど
の
取
次
会
社
の
サ
イ
ト
や
国

立
情
報
学
研
究
所
の
「W

eb
cat

P
lu
s

」
�
２
面
見
本
�
�
で
す
）

の
で
、
そ
れ
ら
も
使
っ
て
特
定
の

テ
ー
マ
・
課
題
に
つ
い
て
は
資
料

を
収
集
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
地
域
の
市
立
図
書
館
・

大
学
図
書
館
な
ど
と
連
携
し
て
資

料
の
相
互
貸
借
や
質
問
・
回
答
サ

ー
ビ
ス
の
協
力
提
供
を
受
け
る
よ

う
に
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
図
書
館
は
図
書
費
も
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
雑
誌
の
タ
イ
ト

ル
も
少
な
い
。
こ
れ
ら
は
ほ
か
の

図
書
館
の
協
力
で
補
っ
て
い
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。な
に
よ
り
、以
前

と
違
っ
て
、
他
の
図
書
館
の
所
蔵

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き

る
時
代
が
き
ま
し
た
。
自
館
に
な

く
て
も
他
の
図
書
館
か
ら
取
り
寄

せ
た
り
、
紹
介
し
て
行
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
意
味
で

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
が
で
き
ま
す
。

ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
図
書

や
雑
誌
論
文
も
多
く
な
り
ま
し
た

し
、
電
子
書
籍
も
本
格
的
に
販
売

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
容
易
に
検
索
が
で

き
、
一
部
は
無
料
で
閲
覧
で
き
、

購
入
し
て
も
場
所
を
と
ら
な
い
と

い
う
、
小
さ
な
図
書
館
に
と
っ
て

は
願
っ
た
り
叶
っ
た
り
の
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー

タ
ベ
ー
ス（「
日
経
テ
レ
コ
ン

２１
」、「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
」
は

使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
と
い
い

で
し
ょ
う
）
を
組
み
合
わ
せ
れ

ば
、
一
層
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
少
な

い
人
数
の
図
書
館
ほ
ど
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
先
進
事
例
の
研
究

な
ど
も
す
す
め
て
よ
り
よ
く
活
用

し
て
議
会
図
書
館
の
存
在
を
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
い

で
し
ょ
う
。

本
会
の
平
成
２２
年
度
、
豪
州
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
都
市
行
政
調

査
団
と
米
国
・
カ
ナ
ダ
都
市
行
政

調
査
団
の
一
行
は
、
１０
月
６
日
、

１３
日
に
そ
れ
ぞ
れ
目
的
地
へ
向
け

出
発
す
る
。
調
査
団
は
各
国
の
市

議
会
、
関
係
機
関
や
施
設
な
ど
を

公
式
訪
問
し
、
地
方
自
治
体
レ
ベ

ル
で
の
国
際
交
流
を
図
る
ほ
か
、

地
方
自
治
制
度
や
市
議
会
の
実
情

等
を
調
査
す
る
。

今
回
は
、
「
都
市
緑
化
対
策
」

「
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
み
」
「
教
育
制
度
・
教
育
改

革
」
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
各
都
市
の
特

色
あ
る
施
策
に
つ
い
て
調
査
も
行

う
。
日
程
と
主
な
訪
問
先（
予
定
）

等
は
次
の
と
お
り
。

【
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
都

市
行
政
調
査
団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
２２
年
１０
月
６

日
（
水
）
〜
１０
月
１４
日
（
木
）

▽
参
加
人
数
�
８
市
１４
人

（
団
長
�
太
田
松
次
・
各
務
原

市
議
会
議
員
）

▽
主
な
訪
問
先
�
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
（
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
市
議

会
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
議
会
）
・

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
ワ
イ
マ

カ
リ
リ
市
議
会
）

【
米
国
・
カ
ナ
ダ
都
市
行
政
調
査

団
】

▽
調
査
期
間
�
平
成
２２
年
１０
月
１３

日
（
水
）
〜
１０
月
２１
日
（
木
）

▽
参
加
人
数
�
１１
市
１６
人

（
団
長
�
小
川
政
人
・
四
日
市

市
議
会
議
員
）

▽
主
な
訪
問
先
�
カ
ナ
ダ
（
リ
ッ

チ
モ
ン
ド
市
議
会
）
・
ア
メ
リ

カ
（
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
議
会
、

サ
ン
タ
モ
ニ
カ
市
議
会
）

大串夏身（おおぐし・なつみ）氏
【プロフィール】
１９４８年東京都生まれ。
早稲田大学第一文学部卒業後、東京都
に司書として勤務、東京都立図書館、
東京都企画審議室調査部などに勤務
後、昭和女子大学に勤務。
現在；昭和女子大学大学院生活機構
研究科・人間社会学部教授
著作；『図書館の可能性』青弓社 ２
００８年、『チャート式情報アクセスガ
イド』青弓社 ２００６年、『これから
の図書館――２１世紀・知恵創造の基盤
組 織』青 弓 社 ２００２年、『ＤＶＤ映
画で楽しむ世界史』青弓社 ２００５年、
など多数。

▼
議
長

▽
米
子

渡
辺
照
夫（
７
・
１５
）

▽
宮
津

木
内
利
明（
７
・
２１
）

▽
立
川

堀

憲
一（
７
・
２２
）

▽
蕨

松
本

徹（
７
・
２２
）

▽
大
月

天
野
祐
治（
７
・
２７
）

▽
加
古
川

神
吉
耕
藏（
７
・
２７
）

▽
越
前

嵐

等（
７
・
３０
）

▽
千
曲

原

利
夫（
７
・
３０
）

▽
紋
別

山
中
憲
一（
８
・
９
）

▽
花
巻

川
村
伸
浩（
８
・
９
）

▽
厚
木

田
上
祥
子（
８
・
１０
）

▼
副
議
長

▽
米
子

安
田

篤（
７
・
１５
）

▽
宮
津

橋
本
俊
次（
７
・
２１
）

▽
立
川

田
中
清
勝（
７
・
２２
）

▽
蕨

池
上
智
康（
７
・
２２
）

▽
大
月

後
藤
慶
家（
７
・
２７
）

▽
加
古
川

安
田
実
稔（
７
・
２７
）

▽
越
前

伊
藤
康
司（
７
・
３０
）

▽
千
曲

和
田
重
昭（
７
・
３０
）

▽
刈
谷

渡
辺
周
二（
８
・
６
）

▽
紋
別

青
田
輝
智（
８
・
９
）

▽
花
巻

小
田
島
邦
弘（
８
・
９
）

▽
厚
木

神
子
雅
人（
８
・
１０
）

豪豪州州・・ニニュューージジーーラランンドド調調査査団団
米米国国・・カカナナダダ調調査査団団がが出出発発へ

各国の市議会など公式訪問―本会

議議
会会
人人
事事

（３） 平成２２年１０月５日 第１７７４号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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学生議会のもよう（写真提供＝越谷市議会）

本
会
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
社
会

教
育
の
一
環
と
し
て
小
中
学
生
を

対
象
に
開
く
「
こ
ど
も
議
会
」
へ

の
取
り
組
み
は
、
全
国
的
に
も
広

く
普
及
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
大
学
生
を
対
象
と
し
た
議
会

は
全
国
的
に
も
一
線
を
画
し
た
取

り
組
み
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
実

施
主
体
も
全
国
的
に
み
る
と
、
執

行
部
に
よ
る
開
催
事
例
が
最
も
多

く
、
次
い
で
議
会
も
し
く
は
教
育

委
員
会
が
執
行
部
と
共
催
す
る
事

例
が
続
き
、
議
会
単
独
に
よ
る
開

催
事
例
は
１
割
に
も
満
た
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
越
谷
市
議
会
の

取
り
組
み
は
全
国
的
に
み
て
、
極

め
て
独
自
性
を
放
っ
て
い
る
存
在

と
い
え
ま
す
。

５
月
１０
日
開
催
の
学
生
議
会
開

催
に
あ
た
り
、
同
市
議
会
が
募
集

し
た
「
学
生
議
員
」
の
数
は
、
条

例
定
数
に
な
ら
い
３２
人
。
議
会
開

催
日
は
平
日
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
多
数
の
大
学
生
が
募
集
に
応

じ
て
き
ま
し
た
。
選
出
の
結
果
、

３２
人
の
う
ち
１６
人
は
市
内
に
立
地

す
る
埼
玉
県
立
大
学
と
文
教
大
学

か
ら
選
出
し
、
残
る
１６
人
は
一
般

公
募
か
ら
選
出
。
５
月
１０
日
、
選

ば
れ
た
学
生
議
員
は
、
い
よ
い
よ

本
番
を
迎
え
た
の
で
し
た
。

学
生
議
会
は
通
常
の
市
議
会
本

会
議
と
同
様
、
本
会
議
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
選
ば
れ
た
学
生
議
員

は
皆
、順
番
に
登
壇
。学
生
議
員
の

一
般
質
問
に
対
し
、
答
弁
に
立
つ

理
事
者
の
役
回
り
は
越
谷
市
議
会

議
員
が
務
め
、
あ
ら
か
じ
め
選
出

さ
れ
て
い
た
「
学
生
議
長
」
に
よ

っ
て
議
事
が
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
一
般
質
問
の
持

ち
時
間
は
１
人
８
分
。
質

問
の
分
野
は
市
政
全
般
に

及
ぶ
広
範
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
学
生
議
員
か

ら
は
▽
越
谷
市
の
平
和
事

業
▽
障
害
福
祉
▽
中
心
市

街
の
活
性
化
等
▽
本
市
の

防
犯
対
策
▽
介
護
保
険
制

度
の
利
用
▽
保
育
所
待
機

児
童
の
解
消
―
―
な
ど
に

つ
い
て
、
鋭
い
質
問
が
理

事
者
役
の
市
議
へ
投
げ
掛

け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
持
ち
時
間
の
中
か
ら

再
び
質
問
す
る
学
生
議
員

の
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
市
議
に

と
っ
て
答
弁
を
す
る
相
手
は
、
高

等
教
育
を
受
け
て
い
る
大
学
生
だ

け
に
、
一
般
的
に
認
識
さ
れ
て
い

る
模
擬
議
会
と
異
な
り
、
市
議
も

真
剣
勝
負
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
学
生
議
会
の
質
疑
応
答
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
会
議
録
と
し
て

取
り
ま
と
め
ら
れ
保
存
さ
れ
る
だ

け
に
、
対
峙
す
る
市
議
も
緊
張
の

面
持
ち
で
す
。
会
議
録
の
体
裁

は
、
実
際
の
議
会
で
作
製
さ
れ
て

い
る
会
議
録
と
ま
っ
た
く
同
じ
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味
を
持

た
れ
た
方
は
、
越
谷
市
議
会
へ
の

お
問
い
合
わ
せ
を
推
奨
し
ま
す
。

学生議員の表情は真剣そのもの（写真提供＝越谷市議会）

議 会
ニ ュ ー ス

５
月
１０
日
に
越
谷
市
議
会
主
催
で
開
か
れ
た
「
学
生
議
会
」
。
当

日
の
模
様
は
、
本
紙
第
１
７
６
２
号
で
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
学
生
議
会
の
会
議
録
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
完
成

し
た
会
議
録
を
紐
解
き
な
が
ら
、
改
め
て
当
日
を
振
り
返
り
ま
す
。

５
月
１０
日
に
越
谷
市
議
会
が
主
催

「「
学学
生生
議議
会会
」」のの
会会
議議
録録
完完
成成

会
議
録
の
巻
末
に
は
参
加
し
た
学
生
議
員
の
感
想
も
綴
ら
れ
て
い
る
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